
掲載数 81

管轄 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 川崎市立 高１ 特別活動
性教育
思春期におこる
心身の変化

　各学年ごとに、発達段階に応じた性教育・生命(いのち)の安全教育を実施した。
　生徒が生命尊重・男女平等の精神に基づく異性観を持ち、男女の性心理の違いを知るこ
とによって、自ら考え判断する意思決定能力を身につけ、適切な行動がとれる姿勢を養
う。

産婦人科医

2 川崎市立 高２ 特別活動
性教育
性の多様性

　近年、多様な性を認め合おうという動きが少しずつ広がってきている。しかし、性的マ
イノリティは少数であるため理解されていない。人はそれぞれ性格も違いますし、考え方
も違い、好きなものや好きな人も、人それぞれ違う。性のあり方もそれと同じこと。自分
の性別をどう感じているか。どんな人が好きか。どんな服を着たいか。それは自分の気持
ちが決めることで、人と同じじゃなくていいはず。
周りの無理解によって傷つく人を作らないために、そしてすべての人が自分らしくいられ
るような社会を作っていくために、性の多様性についての理解を深め、お互いを尊重し合
える社会を作れる心豊かな人に育つために。

関東学院大学
大東学園高校
一橋大学
一般社団法人性教協
編集長

R4.3.8　2回目
産婦人科医

3 川崎市立 高１ 特別活動
薬物乱用防止教
室

　主に身近なタバコについての危険性を講演していただいた。依存性について、国内だけ
でなく海外のＣＭやメッセージ性の強い映像・リアルな資料を沢山紹介していただいた。
これだけタバコが危ないといわれているが規制の緩いタバコ産業の背景、タバコを作って
いる子ども達のこと、普段では知ることができないような話もしていただき、生徒達も熱
心に聴いており、危機意識が高まった様子であった。講演終了後、自分の家族にも内容を
伝えたいという感想が多かった。

とげぬき地蔵尊
高岩寺　住職/医師

4 川崎市立 高複合 特別活動 いじめ防止

　ＬＨＲの時間に、「川崎市子どもの権利条約」の学習を通して、自分や家族、友人の生
活を振り返りながら、不安なくのびのびと暮らし、豊かに学ぶことの貴重さを学ぶ機会を
もった。その観点から、他人の生活や尊厳を踏みにじる行為（いじめや戦争）の卑劣さを
感じ取らせ、どのように防止するかを話し合った。

１，２，３年全クラス

5 川崎市立 高１ 特別活動
子どもの権利学
習

　本校では多様で複雑な背景・家庭環境を有する生徒が数多く在籍している。また、多様
性の意味を理解出来ず、図らずも他者を傷つける言葉を使う生徒もいる。不用意な言葉に
より、他者が傷つくことを理解させ、これらの事態を避けるために、人に対する思いや
り、他者への理解、コミュニケーションの大切さ、勝手な思い込みや誤解による危険性な
どに留意し授業を進めた。具体的には、「子どもの権利」等を取り上げ、いのちと人権の
大切さについて理解を促した。

　講師は、生徒指導担当
教員。（参考資料）
「川崎市差別のない人
権尊重のまちづくり条
例」、「川崎市子どもの
権利に関する条約」

令和３年度　いのちの授業　事例集（高校）【特別活動】



6 川崎市立 高複合 特別活動

負けに負ける
な。3度のタイト
ル挑戦失敗を超
えて

　本校の生徒たちが、新たな気づきや刺激を得て，いのちの大切さを理解し、充実した高
校生活を送れる端緒として、プロボクシング界で活躍している講師を招き，これからの社
会の一員として、個性や持ち味を生かし自主・自立していくための生き方や専門を極める
コツなどについてお話をいただいた。

　講師は、元プロボク
サー（第32代東洋太平洋
バンダム級チャンピオ
ン）現在、川崎新田ボク
シングジム会長、日本プ
ロボクシング協会理事、
事務局長。

7 川崎市立 高複合 特別活動

「いのちの始ま
りの不思議さと
大切さ　心と体
のセルフケア」

　助産師を講師に迎え、講演を行った。内容は事前アンケートや打ち合わせを基に構成し
ていただき、まず自身を大切にすることを基盤に、性情報との向き合い方、コミュニケー
ションの大切さ、また助産師として経験された事例などを踏まえた講演であった。
　また、自分でできるセルフマッサージの実技などもあり、講演後には生徒から「自分の
体のことを知ることは大切なことなんだなと思いました」「自分のことや相手のことを
ちゃんと考え行動をとっていきたいと思います」などの感想が挙げられ、自身と向き合う
機会となったことが見受けられた。今後も自他を思いやって行動できることを目指してい
きたい。

講師・助産師

8 川崎市立 高複合 特別活動

「いじめを科学
する」
～なぜ人は、い
じめをやめられ
ないのか～

　左記のテーマのもと、１いじめとは何か　２いじめを受けている子どもは何に苦しむの
か　３いじめの撲滅は危険を招く　４いじめがつくりだすもの　５私たちに何ができるの
か　という項目で講演が行われた。生徒の感想のなかに、「科学的な観点からいじめを考
えるというのが新鮮で面白かった。なぜしてはいけないのかという話でなく、なぜ起きる
のかという話で頭に入ってきやすかった。」という「いじめ」を新たな見方で考えようと
してる記述がみられた。

9 川崎市立 高複合 特別活動 防災訓練

　東日本大震災から10年が経過し、日本全国で地震が多発していることもあり、東海地方
で震度６程度の地震が発生したことを想定の下、緊急地震速報を受信した際の「生徒の安
全の確保と自らの命を守る」、そのための対応措置の確立及びその周知徹底を図ることを
目的に実施した。

風水害体験アプリの紹
介（風水害訓練）

10 川崎市立 高複合 特別活動 防災講話
　東日本大震災で大川小学校５年生の娘さんを亡くした方に講話をしていただいた。講話
内容は「防災訓練に対する考え方」や「命の大切さ」についてより深く、広く見識を持つ
ことを目的としたものでした。「自らの命を守る」意識づけは達成する事ができた。

講師
大川伝承の会

11 川崎市立 高複合 特別活動

防災教育
「災害からどの
ように命を守る
か」

　昨年高津区で実際に起きた水害を例に、なぜ亡くなってしまったのかを、災害の状況、
環境、などを読み解きながら検証し、生徒に問いかけた。自分の身に起こりうる災害か
ら、どのようにいのちを守るかを考える機会となった。

講師は、
一般社団法人減災ラボ
代表理事。
各学年、プロジェクターを
用いてオンライン開催
(Zoom)。１学年のみ講師と
の対面。



12 川崎市立 高複合 特別活動
健康教育
「いのちの安全
教育」

　子どもの人権、恋愛と人権、望まない妊娠と避妊、ＬＧＢＴＱ、デートＤＶ、困ったと
きの相談機関など多岐にわたり具体的な相談例をあげながら、映像、クイズなども入れて
の講演であった。生徒の事後アンケートからも、「難しい内容であったが、勉強になっ
た」との回答が多く、ひと（相手）を尊重するということをより深く考える機会となっ
た。

講師は、
ＮＰＯ法人ピッコラーレの
相談支援員。
川崎市男女共同参画
センター協賛事業。
対象は、全学年（１～４
年）

13 横須賀市立 高複合 特別活動
高校生の心と性
～性の多様性に
ついて

　講師の先生をお呼びし、左記のテーマで講演を行った。始めに性の多様性に関する基本
的な概要を説明された。その中で、各国の歴史的な経緯についても触れられていた。その
後は、性の多様性に関する話や、具体的にどのような問題が生じているのか。そして、そ
の問題は基本的人権に関する問題であるという指摘がなされた。今回のテーマから、多様
な生き方について理解し、一人一人の人権や生き方について理解を深めることができた。

講師は、特定非営利活動
法人SHIP　SHIPにじいろ
キャビン代表

２名の当事者の方ともに
具体的な事例を交えて講
演をされた。

14 神奈川県立 高１ 特別活動 性講演会

　生徒およびPTA役員会に対する事前アンケートを基に、恋愛、出産・育児、結婚を主な
テーマとして講演内容を決定した。生徒の感想から、一人ひとり価値観が異なりお互い尊
重する必要があることや、性に対して嫌悪感があったが命の起源にかかわる重要なことだ
と肯定的に捉えることができた、といった声が多く聞かれた。またPTAのアンケート結果
を紹介したことで「親側も気持ちが知ることができて良かった」という声もあった。

国際セクシュアリティ
教育ガイダンス（ユネ
スコ編　明石書店）

15 神奈川県立 高複合 特別活動 防災訓練

　大地震において生徒等の生命・身体の安全確保を図るため、また生徒・教員の防災意識
の向上を図るとともに、適切な対応がとれることを目的とした。全校生徒が集まった機会
を利用し、地震が発生したことを想定し訓練を行った。集団活動や教室、体育館などでど
のように安全を確保して行動すべきかについて話しをして防災意識を高めることができる
ようにした。

16 神奈川県立 高複合 特別活動

性教育講演会
『性の学習を通
して、いのちの
大切さを考え
る』

　性の学習を通して、いのちの大切さを考え、自分や相手の心と身体を大切にする意識に
ついて、大学生や若手の社会人ボランティアスタッフにより、身近な話題や経験談を話し
ていただいた。ＰＰＴを活用し、生徒の意識を高める内容であった。講演後の感想では全
体の87%生徒が役に立ったと回答し、自分や異性の体について理解し大切にしたいという
回答が90％であった。

ＮＰＯ法人　ピルコン
講演を2か所で行い（1.2
年次）、その内容を3.4年
次は教室にてライブ配信
されたものを視聴した。

17 神奈川県立 高複合 特別活動

薬物乱用防止教
室
『薬物の怖さを
知る』

　若者の身近に迫ってきている薬物の現状と、友人などからの誘いを毅然とした態度で断
り続けないと取り返しのつかないことになることを再現ビデオや体験者の話などで分かり
やすく解説し、自分の健康や生活を大切にする正しい行動選択ができるような内容であっ
た。

1.2年次はオンライン授業日
にclassroomを活用しビデオ
の視聴した。
3,4年次はLHRで視聴した。
福岡県薬物乱用防止啓発用
DVD



18 神奈川県立 高１ 特別活動

保健講話
「多様な性って
なんだろう　す
べての子どもが
すごしやすい学
校とは」

　多様な性に関する基礎知識や教育現場における多様な性について講話を受けた後「普
通」や「あたりまえ」の問い直し、「違い」や「多様性」について想像をするワークを
行って、多様性を尊重するために自分ができることを生徒自身に考えさせた。当初は戸惑
いながら話を聞いている生徒もいたが、この講話を受けることによって生徒一人ひとりが
他者を認め、どのような違いも受け止められる人であろうとすることで、どんな違いも受
け止めあえる社会を作っていこうという意識を高めることができた。

校内資料活用

19 神奈川県立 高複合 特別活動
いのちの大切さ
を学ぶ教室

　目的：犯罪の被害者やその家族の置かれた状況等について知り、「命の大切さ」につい
て考え、自分だけでなく他人の命も大切にするという心を育む。またそれによって社会全
体で犯罪被害者等を思いやり支える機運を醸成し、自らが加害者になってはいけないとい
う規範意識を向上させる。

１.２年対象
３月実施予定
※今年度は検討中。

20 神奈川県立 高１ 特別活動
ＳＯＳの出し方
に関する教育

　「ＳＯＳの出し方に関する教育」とは、「子供が、現在起きている危機的状況、又は今
後起こり得る危機的状況に対応するために、適切な援助希求行動（身近にいる信頼できる
大人にＳＯＳを出す）ができるようにすること」、「身近にいる大人がそれを受け止め、
支援ができるようにすること」を目的としている。以下に身近な人に相談できるか、そう
いった人を作るかを考える。

１年生対象
３月実施予定

21 神奈川県立 高２ 特別活動 平和学習
　修学旅行で広島（平和記念公園）を訪れるに当たって、事前学習として、太平洋戦争に
おける原爆投下に関する資料や文献を通じた調べ学習を実施した。（新型コロナウイルス
感染症の影響で修学旅行については中止）

ＩＣＴを活用して情報
の収集・整理・まとめ
に取り組んだ。

22 神奈川県立 高１ 特別活動
性感染症予防講
演会～自分も相
手も大切に～

　外部講師による講演会において、性感染症とその予防の知識に加え、受精・妊娠のしく
みと生命の誕生、避妊と緊急避妊薬、性的マイノリティ、デートＤＶについてお話いただ
いた。また、初めてお産に立ち会ったときや日々のお産の現場の感動といった、産婦人科
医師ならではの体験が語られ、「生まれてきたことがすごいこと。一回きりの人生を大切
に生きてほしい。」とのメッセージが伝えられた。事後アンケートによると、生徒からは
大変好評であった。

産婦人科医

23 神奈川県立 高１ 特別活動

性教育「自分や
他者を尊重する
とともに10代の
妊娠や人工中
絶、性感染症、
緊急避妊等につ
いて考える」

　講演内容は、産婦人科医としての経験からみた性感染症・妊娠・出産・人工中絶、緊急
避妊薬について等であった。赤ちゃんは、何時間もかけて家族や医療者などが一丸となっ
てサポートすることで生まれてくることや、死産した赤ちゃんの話などを聞いて、命の大
切さを感じている様子であった。緊急避妊薬については知らなかった生徒も多く、実体験
を通じた新たな知識を得る機会にもなった。アンケートを実施することで、自分や他者を
大切にすることやこれからの自分の行動について考える生徒が多数いた。

講師は、産婦人科医師。
県内外で講演多数実施。
現役の産婦人科医による
パワーポイントを使った
講演は、最新の情報が
載っており、身近な問題
としてとらえることがで
きた。生徒の心に響いた
様子であった。



24 神奈川県立 高１ 特別活動
防災教育「地震
からいのちを守
る」

　大地震が起きた後の行動について、「目黒巻き」という教材を用いて学習している。生
徒は事前に、大地震が起きた後、自身はどのように行動し、また周囲ではどのようなこと
が起きるか、どのように身を守ればよいかといった点について、想像力を働かせ、また調
べ学習を進めながら資料にまとめる。その後、お互いに成果物について発表し、講師から
講評をいただいている。これまでの防災教育では考えの至らなかった細かな点にも、生徒
は想像力を働かせて気づくことができている。
　例年は上記の通り実施しているが、今年度はコロナ禍により消防署職員の方の来校・講
評は予定していない。

近隣消防署職員

25 神奈川県立 高複合 特別活動

防災教育「災
害・緊急事態か
らいのちを守
る」

  シェイクアウト訓練で地震の際の安全確保行動を身につけるとともに、大規模地震等の
災害やテロ等の緊急事態を想定し、そのときにとるべき行動について自ら考えることを目
的とした。避難訓練では、火災を想定して、全校生徒・職員がグラウンドに避難し、速や
かに冷静に実行することができた。

参考：神奈川県「シェイク
アウト」訓練・想定地震の
記事より
対象：全学年
学校長による防災講話を行
い、訓練の理解が深まっ
た。

26 神奈川県立 高１ 特別活動 薬物乱用防止

　健康教育の一環として心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成・確立をめざし
て、薬物乱用による心身への影響、依存症、疾病との関連、社会への影響などについての
理解を通して、適切な行動選択と意思決定ができる資質と能力を身につけることを目的と
し、文部科学省作成の動画を視聴しアンケートに答えることで、振り返りを行った。

薬物乱用防止啓発資料（高
校生用）
『未来があるから』「薬物
はいけないの？」「なぜ、
薬物を使ってしまったの」

27 神奈川県立 高複合 特別活動 防災教育

　シェイクアウトによる初動姿勢の重要性を確認した後、地震後に火災が発生したことを
想定し、シェイクアウトの姿勢を取った後、グラウンドに避難した。その際、密閉・密
集・密接を避ける対応を取り、感染防止も意識して行動するように指導した。避難と人員
確認が完了した後、校長が講話し、生徒の防災意識の向上を図った。生徒は、混乱なく落
ち着いて避難を行い、「いのちを守る」ことを最優先にした行動をとることができた。

対象学年は１～３年の
全学年。

28 神奈川県立 高１ 特別活動
薬物乱用防止教
室

　薬物依存が社会に与える影響について考え、高校生も無縁ではないことを知り、薬物依
存を含む依存症にならないためえる機会とすることなどを目的として実施した。薬物の種
類や薬物依存症、勧誘されたときの断り方など、クラスごとに与えられたテーマについ
て、クラスの保健委員・環境委員が調べたことを、スライドや動画、劇などによって発表
し、高校生が薬物からどのように身を守るかを学んだ。発表を聞いている生徒は、「いの
ちを守る」ために自らが取るべき行動について、理解を深めた。

生徒が講師役となり、
調べた内容を学年生徒
全体に説明。

29 神奈川県立 高１ 特別活動
「ＤＩＧ(災害図
上訓練)」

　第1学年全クラスで、本校周辺の災害図上訓練用の地図を用い、グループごとにＤＩＧ
を実施した。本校周辺の危険と思われる場所、帰宅する際に気をつけるべき場所、コンビ
ニ、病院など重要な施設等の場所を確認し、全体で共有した。また、それらに基づき、災
害時、負傷者がいた場合、どのようにして病院まで連れていくことが最善か、集団で帰宅
する方法、学校で避難生活をする場合、必要な物品やその調達方法などについてグループ
討議を行い、全体で共有した。

１学年クラス担任
・副担任
災害図上訓練用地図



30 神奈川県立 高複合 特別活動 性教育講演会
　エイズや新型コロナウイルス感染症、LGBTや避妊・性についての知識のみならず人との
かかわり方などこれからの人生において直面する課題について具体的に話していただき、
生徒が考える機会となった。

ヘルスプロモーション推
進センター代表・医師

高１・高２複合

31 神奈川県立 高１ 特別活動
性教育
「いのちとは」

　子育て経験のある教員から、家族を持つことや、子育てをすることの大変さを講演形式
で伝えた。また、家族を守る、自分を守るためには今後どのような人生設計を構築してい
けばよいかを考えさせた。
　授業後のアンケートでは、多くの生徒が授業の内容を真摯に受け止め、子育ての大変さ
や、親への感謝を書いていた。今後も継続的に生き方在り方を指導し、生命を尊重する精
神を養っていく。

教材としては、子育て
経験のある教員の母子
手帳や入院時の様子な
どが分かる資料を用い
た。

32 神奈川県立 全学年 特別活動
防災教育
「シェイクアウ
ト訓練」

　分散登校期間であったが、ＩＣＴを活用してシェイクアウト訓練を実施した。校内や自
宅等で安全確保行動を行い、スライドを活用して、地震、津波等さまざまな災害の備えに
ついて確認した。また、校内避難経路を一人ひとりのスマートフォンにダウンロードさ
せ、ＨＲ教室や移動教室からグラウンドまでの経路を確認させたことは、命を守る行動、
備えについて考えるよい機会となった。「備える。かわさき」の資料については登校した
生徒から順次配付し、防災訓練の振り返りを行った。

教材：
備える。かわさき

33 神奈川県立 高複合 特別活動
防災教育
「大災害からい
のちを守る」

　大地震等の災害時に学校から帰宅することを想定し、自宅付近の中学校学区に分かれ、
全学年混成による帰宅グループを編成した。グループの中で、学校から徒歩での帰宅ルー
トを構築し、ルート上の危険個所、給水可能な場所、病院等を確認した。また、防災地図
を基に自宅近辺の避難所、広域避難場所、給水拠点などを確認した。
　事前に家庭で話し合いを持ってもらい、連絡方法や待ち合わせ場所、学校待機の有無な
どをカードに記入し提出させた。

自治体の防災マップ

34 神奈川県立 全学年 特別活動
いのちの大切さ
と思いやりにつ
いて

　将来の社会の担い手となる生徒たちに、「いのちの大切さ」や「他者への思いやり」に
関する講話を行うとともに、コロナ禍における自分の行動や日常生活全般について考えさ
せる講話を行った。
　通常の集会ではなく、教室での一斉放送となったが、担任から内容を補足する声かけな
どもあり、改めて自己を顧みるよいきっかけとなった。

全校集会における校長
による講話

35 神奈川県立 高複合 特別活動
薬物乱用防止教
室

　身近に迫る危険薬物について、社会福祉士を講師に迎え、最近の中高生をとりまく薬物
の現状、ネットや友人・先輩から得る薬物に関する誤った情報などを題材としてわかりや
すく話してもらった。夏季休業を前にした生徒たちにとって、身に迫る問題としてとらえ
ることができ、気を付ける場面を再認識できた。

講師は社会福祉士であ
る本校スクールソー
シャルワーカー



36 神奈川県立 高複合 特別活動 交通安全教室

　動画教材として「ドライブレコーダーがとらえた！衝撃の瞬間（社団法人神奈川県ト
ラック協会）」を視聴した。その後、交通安全に関してクイズや講師の体験談などをまじ
えて解説してもらった。生徒にとっては、身近に危険が迫っていることを再認識するきっ
かけになった。

本校職員の自主教材
講師は本校職員

37 神奈川県立 高１ 特別活動
「交通安全教
室」

　交通事故ゼロを目指して、ドライバーだけでなく歩行者も自転車も交通事故防止に努め
られるよう、体験などを通して生徒に呼び掛けた。事故の現場を目の当たりにして驚く様
子が見られた。また、ドライバーからは見えない死角も映像を通して確認することがで
き、歩行者側も事故を未然に防ぐよう日々心掛けるきっかけとなった。

神奈川県トラック協会
実施

38 神奈川県立 高２ 特別活動

平和学習
「きのこ雲の下
で何が起きてい
たのか」

　修学旅行の事前学習としてＮＨＫスペシャル「きのこ雲の下で何が起きていたのか」を
視聴し、感想を書かせ、修学旅行先での見学等に活かせるようにした。
　戦争という大きなくくりの中で、きのこ雲の下で失った個々の命が決して小さくないこ
とを学んだ。

ＮＨＫスペシャル
「きのこ雲の下で何が
起きていたのか」

39 神奈川県立 高１ 特別活動
地震や災害につ
いて考える。

　本校の周りや最寄り駅周辺の地形などの仕組みを考え、地震が起きた時、正しい行動や
防災への意識向上を目指した。災害時には自ら考え適切な行動がとれるようにするととも
に、学校と地域で連携した防災への理解を深めた。

関東学院大学
理工学部土木学科系
教授

40 神奈川県立 高１ 特別活動 実践的防災訓練 　新型コロナウィルス感染症対策により延期 横須賀市消防局

41 神奈川県立 高１ 特別活動
「いのちと性の
講演会」

　生徒が命の尊さや性感染症を含めた性の問題に向き合い、自分や大切な人を守るために
どうすればよいかを考える際のヒントをえられるよう、講演会を行った。
　講演会終了後に行った、アンケートからは、性感染症等、性に関わる問題を身近なもの
ととらえ、今後の生き方に生かして行こうと考えた生徒が多くみられた。

講師：産婦人科医

42 神奈川県立 高１ 特別活動
薬物乱用防止教
室

　平塚福祉保健事務所の指導で、次の講演を実施した。７月13日（火）に「薬物乱用防止
教室』ついて学習した。その際、最近広がっている大麻等の薬物からの自分の身の守り方
を指導された。

講師は平塚福祉保健事
務所職員

43 神奈川県立 高複合 特別活動 防災教育

　防災の怖さを知り、命を守る行動が出来るようにすること、災害時の自分の行動をシ
ミュレーションし、必要な行動、対策すべきことをイメージすること、災害後や災害前に
できることを考え、日常の防災意識を高めることを目的とした。具体的には、在校生作成
の通学路の危険個所の動画、職員作成のハザードマップの味方についての動画、鎌倉市作
成の津波に関する防災ビデオを見て、アンケートを行った。結果防災意識が高まったこ
と、家庭でも防災について話し合いがなされている事が分かった。

全学年に向けて実施し
た。



44 神奈川県立 高２ 特別活動 保健学習会

　性に関する正しい知識をもっていない、将来の見通しをもっていない、相手の気持ちを
考えることが難しいという実態を踏まえ、指導のねらいを①性感染症の最新の現状を知
る、②性感染症がどのように拡散するか知る、③性行動において相手を大切にするという
ことの具体的行動を考えるとした。内容は、DVD視聴と補足説明、性感染症の広がり方を
実感できるようにする水の実験を行った。アンケートでは、「大切な人ができたときのた
めに覚えておきたい」などの反応があった。

指導者は養護教諭。２ク
ラス合同で実施。
DVD「最新版性感染症」。
水の実験は生徒、教員の
参加で、重曹水とフェ
ノールフタレイン溶液の
反応を利用した。

45 神奈川県立 全学年 特別活動 いじめ

「ケーススタディ」
　いじめを受けていて、学校に行くのをやめようとしていると相談を受けたと想定し、自
分ならどのような言葉をかけるか、考えて記入させた。
　いじめが重要な人権侵害で許されないことは、中学までに十分学んできているが、実際
にどのように声をかけたら良いか考えさせると難しく、かける言葉を見つけることの困難
さを感じる生徒も多かった。

１～３学年すべてで行
い、その後いじめアン
ケートを実施した。

46 神奈川県立 高１ 特別活動

ＴＢＳ オンライ
ン特別ＨＲ
「法律と校則で
養う共に生きる
力」

　本校はインクルーシブ教育実践推進校であり、共生社会を目指すための学習会として実
施した。誹謗中傷によって自殺したプロレスラーの木村花さんの事件や、学校配付のタブ
レットＰＣを用いたネット上でのいじめにより自殺した小学校６年生の事件などについ
て、生徒が意見を発表した。その後、弁護士から、法的な見地からの意見を伺った。尊い
命を理不尽に失わないための方策を考えるきっかけとなった。

弁護士

47 神奈川県立 高複合 特別活動
津波想定合同訓
練・帰宅地区別
集合訓練

　想定される大地震に備え、生徒の安全確保に必要な垂直避難訓練及び津波避難施設（ビ
ル）に指定されているため、地域と連携し災害時に速やかに対応できるように準備し情報
を共有した。感染症対策のため、各クラスの生徒一人にクロームブックをもたせ、副担任
の指導のもと、カメラで避難経路を撮影した。その他の生徒は、教室にて各自の端末等で
そのライブ映像を確認した。また、帰宅時に備え、帰宅地別の集合班の確認をさせた。通
信環境が悪く、映像が止まってしまった。

支援センターから６２
名・自治会から８名の
参加があった。

48 神奈川県立 高複合 特別活動
交際相手からの
暴力

　交際相手からの暴力等の人権侵害の実例等から生徒の気持ちを理解し、人権感覚を養っ
た。感染症対策のため、資料をもとに放送による講話を行った。「幸せな恋愛を壊す実
例」では、ケース１から４までを本校職員２名が両性の生徒役になってロールプレイング
で紹介した。グーグルクラスルームを活用し、アンケートを行った結果、加害したとして
回答した生徒がおり、人権侵害に気付くことができた。

講師は、特定非営利法
人　女性・人権支援セ
ンター　ステップ

49 神奈川県立 高複合 特別活動
防災教育「災害
時の対応や状況
を考える」

　災害が発生した場合の帰宅経路および、その経路に関してどのような状況なのかを考え
る。また災害発生時の対応や状況について小田原市ハザードマップなどを用いて、命を守
る行動について考えさせた。

全学年
帰着地経路探索
ハザードマップ



50 神奈川県立 高１ 特別活動
性感染症予防講
演会

NPO法人ピルコンのプログラム・性の健康リレーションシップLILY（リリー）による。事前に
ヒアリングシートにて本校生徒の状況を共有し、意識調査も実施。当日はそれらに基づき、性感染
症予防のほか、予期せぬ妊娠やデートⅮⅤの防止、性の合意等に関しても言及してもらった。オン
ライン講演のため、参加スタッフの人数も多く、立体的かつ具体的な内容を聞くことができた。事
後アンケートによると、回答した生徒の９割以上から「新しい知識を得ることができ、有意義だっ
た」という感想が得られた。

講師はNPO法人ピルコ
ンスタッフ。オンライ
ンによる講演。

51 神奈川県立 高複合 特別活動 薬物乱用防止
　学校薬剤師を講師として招き、身近に潜む薬物の危険性について学習した。スライドや
ＤＶＤを見て、薬物の「依存性」と薬物の乱用による「幻覚」に伴う自傷と他害の危険性
について具体的な事例を紹介し、薬物乱用の危険性を理解させた。

講師：学校薬剤師

52 神奈川県立 高複合 特別活動 交通安全教室
　市役所から講師を招き、道路交通法の規定や自転車を安全に乗るルールなどを学んだ。
スライドやＤＶＤを見て、自転車の基本となるルールを確認し、交通事故の事例も交えな
がら自転車に乗る際の責任感を高めた。

講師：
　茅ケ崎市役所職員

53 神奈川県立 高１ 特別活動
防災教育
「DIG研修」

　DIG研修の中で、実際にハザードマップを用いて災害発生時の状況を想定しながら、避
難経路の作成や生活に必要な物資の確保などをどのように行うのかを深く考えることがで
きた。また、実際に災害が起こったときに決して一人では生き抜くことはできず、周囲と
協力することの大切さを多くの生徒が感じていた。
　家族との避難集合場所や連絡方法なども考える時間にもなり、家庭生活のなかでも活か
せる内容となった。

講師は市役所職員・
地域ボランティア
ハザードマップ、サイ
ンペン、付箋

54 神奈川県立 高２ 特別活動 いのちの授業
　ＬＨＲにて、子どもの難病支援を行っているＮＰＯ法人の職員を招き、「気づく」「考
える」「行動する」ことを身に付けさせることを目的に、講演を行った。

ＮＰＯ法人難病のこど
も支援全国ネットワー
ク

55 神奈川県立 高複合 特別活動
いのちの大切さ
について

　１学期の終業式において、やまゆり園事件を題材にともに生きる社会の形成を目ざす啓
発を、校長の話として行った。

校長・全学年

56 神奈川県立 高複合 特別活動
防災教育「避難
訓練」

　LHRの時間を活用して、生徒に対して地震発生の連絡と発生時にとるべき態勢の指示、
避難誘導の具体的経路の説明等を放送により実施した。また、避難訓練後、生徒個々が属
する地域別集団下校グループ(入学直後に提出)を再確認させた。さらに学校周辺の地図を
用いて、地震により想定される津波の到達地点と到達までの所要時間に対し、周辺の地形
や建物を確認しながら、自分がいる場所からどこへ避難するのが最も適当かというシミュ
レーション(DIG)をグループワークにより実施した。生徒は被災を防ぐための正しい防災
方法と避難経路を理解し、確認した。

１年、２年、３年
逗子市白地図



57 神奈川県立 高複合 特別活動
交通安全教育
「交通法規」

　各教室へオンラインのライブ配信で、交通安全に関するクイズを行った。１問１答式、
全18問○×式。各問ごとに解説を入れた。その後、ＱＲコードを読み込ませ自己採点さ
せ、アンケートを実施した。
　アンケートへの記入から、無意識に違反してしまった事例が、直接的に自他の生命に関
わることがあることを理解していた。

石川県警のＨＰから
の資料を参考に教材
制作した。本校教諭
によるオンラインで
の講師対応をした。

58 神奈川県立 高複合 特別活動 防災教室

　課業中に大地震が起こった想定で帰着地別に集まり、相互の顔合わせを行い帰路確認し
た。あわせてシェイクアウト訓練を実施し、机の下に伏せて命を守る行動をとった。校舎
外に避難する訓練の際、しかっりとした列をつくり、校長の講話にも真剣に耳を向けてい
た。

横浜市の災害時テキ
ストを参考に、本校
教諭による講師対応
をした。

59 神奈川県立 高複合 特別活動 共生社会学習会

　「多様な人々の中で同じ社会に生きる人間としてお互いを正しく理解し、共に助け合え
る共生社会の形成を目指す。」ことを目標に「インクルーシブな学校にするために～目立
たなくてそっとできるヘルプ」を主題としてグループワークや発表を実施した。困ったこ
とが起こった仲間に対して、支援できる方法について考え、インクルーシブな学校づくり
への参画や、社会の担い手としての意識を高めることができた。

講師：大学院准教授
対象：全学年生徒

60 神奈川県立 高２ 特別活動
性に関する講演
会

　性教育分野の専門家である講師を招いて、男女の付き合い方、愛するということ、性感
染症、避妊について等についてスライドを交えながら講演していただいた。生徒は真剣に
話に聞き入っていた。

昭和大学教授/助産学

61 神奈川県立 高１ 特別活動
エイズ・性感染
症予防講演会

　性感染症（STI）には様々な種類があり、クラミジアに関しては10人いたら４人は感染
しているという現状、また梅毒は年々増えていると報告を受けた。1日に約４人がエイズ
と診断されていることもあり、STIやエイズは身近な疾患だと認識した生徒が多かった。
予防のためには避妊具を用いることが効果的で、信頼できる大人に相談したり、検査を受
けに行くことが早期治療にもつながると理解できた。また、多様な性やいのちの始まりに
ついて改めて学び、自他の尊重につながったという感想も多くあった。

相模原市保健所より助
産師を講師に招いた

62 神奈川県立 高複合 特別活動

｢自分を大切にす
るコミュニケー
ション｣
～みんなと違う
自分でいい、そ
のまま輝いてい
い～

　講師は幼い頃から自分の性に違和感を覚え、小学校５年生の時に友人に拒否されたと感
じて不登校を経験した。その時に憧れた新宿２丁目での様々な人との出会いが人生観を変
えたという講師の体験談から、｢みんなと違う自分でいい、そのまま輝いていい｣というサ
ブタイトルが生徒にリアルに伝わった。幸福に生きるためには｢相手も自分も大切にする｣
必要があるが、多くの人が相手を大切にし過ぎて、自己犠牲の生活に苦しんでいる。講師
は自分を大切にするための具体的な考え方を５つ提示し、高校生に分かる言葉で伝えてく
れた。生徒にはその一つ一つの言葉（特に｢大丈夫｣という言葉）が深く刺さったことが、
講演後の振り返りシートから読み取れた。講師の魅力的な生き方に多くの生徒（特にＬＧ
ＢＴの生徒）が憧れ、自信を持った。

講師は男性として生ま
れ、性転換手術後、戸籍
上も女性になったコミュ
ニケーション講師。
男女、年齢、職業を問わ
ない内容で、分かりやす
いパワーポイントと親し
みやすい口調での講演
だった。
コロナ禍ということで、
人数を制限し、80分×２
回、講演を実施した。



63 神奈川県立 高複合 特別活動 防災訓練

　訓練放送を流し、グラウンドへの避難訓練を行った。その際、廊下の電気を消し、暗闇
の中の避難と、避難経路に発電機を使用するなど、停電を想定した訓練も行った。その後
教室に戻り、chromebookを使用して、DIG訓練を行った。ハザードマップから、自宅、学
校周辺の起こりうる災害について考え、ワークシートも活用した。防災に対しての意識を
高めることができた。

64 神奈川県立 高複合 特別活動
薬物乱用防止教
室

　薬物乱用とはドラッグなどを使用することだけではなく、処方された薬や市販薬も正し
い使い方をしなければ悪影響を及ぼすことをテーマに進められた。また薬は手助けをする
もので、健全な食事、適度な運動、睡眠が大切だということも生徒にわかりやすく説明さ
れた。

講師は秦野総合高等学
校・定時制　学校薬剤師
パワーポイントを使用
（くすりは正しく使って
こそくすり）

65 神奈川県立 高１ 特別活動
ＳＮＳの使い方
について

　学年集会にてＳＮＳの使い方、注意点について説明した。説明の中で①自分と相手の感
じ方が違うこと。②発信する情報・公開範囲を考えること。③困ったときの対応方法や相
談する相手を考えること。①～③について具体を生徒同士で考えさせながら行った。ＳＮ
Ｓのいじめにより命を絶った事例も挙げ、いのちの大切さ、ＳＮＳリテラシーの大切さを
考えさせた。

講師は情報担当教諭

66 神奈川県立 複合学年 特別活動 いじめ

　ＬＨＲの時間に、各クラス毎に担任が生徒に「生活についての実態調査」を実施し、そ
の中に「『いじめ』についての調査」を実施するとともに、担任より「いじめ」ついて深
く考えさせる働き掛けを行った。
生徒にとっては、これまでの自分自身の生活や他者とのかかわりを振り返る機会となっ
た。いのちの大切さや人間の尊厳について学び、自他ともに大切にする思いやりの気持ち
を育んだ。

クラス担任が主導して
行い、学校生活支援グ
ループが集計とフィー
ドバックを行った。

67 神奈川県立 高複合 特別活動 交通安全講座

　今回の講座を通して交通法規、交通マナーを学習し、交通安全意識を高め、未然に事故
を防ぐ機会としたい。特に自転車での実演を通して自転車運転のルールや運転マナーにつ
いて改めて考えさせる良い機会となる。神奈川県では2021年12月に交通事故の死者数が全
国で最多となっているが、加害者・被害者になる可能性を認識し、自らが事故により命を
奪う・落としてしまうことがないよう再確認した。

厚木警察署署員

68 神奈川県立 全学年 特別活動
映画鑑賞『フォ
レスト・ガン
プ』

　知能指数は人より劣るが、足の速さとその誠実さは天下一品という一風変わった主人公
フォレスト・ガンプの半生を通して、生きることについて考えさせた。
生徒からは、主人公のまっすぐな生き方に感動したとの感想が寄せられた。

学校行事担当教員によ
る進行

69 神奈川県立 高１ 特別活動 防災避難訓練

　例年、授業中の地震を想定した避難訓練を行っていたが、今回は休み時間（教職員の間
接的な管理下）の地震を想定した。身を守るよう放送で指示を出し、その後教職員も含め
た学校全体の動きをシミュレーションした。実際に災害が発生した時に放送が入る保障が
ないため、いかなる状況でも主体的に判断し、いのちを守る行動をしなければならないと
意識づけることができた。

（参考資料）
・大和市学校防災マ
ニュアル
・消防庁　地震防災マ
ニュアル



70 神奈川県立 高２ 特別活動
人権教育研修会
「自分と違う他
者を認める」

　性の多様性について社会的関心が高まり、その対応が大きな話題となっている。ところ
が学校現場においては、今まで研修会を行うことがなかった。調査統計によれば、クラス
の2名前後がいずれかの性的マイノリティであると推察される。性的マイノリティ、広く
性の多様性について生徒達が正しい知識を持ち理解をすることは重要かつ必然であるため
人権研修会において取り上げた。自身もＬＧＢＴであることをカミングアウトしている女
子プロサッカー選手を講師に迎え研修会を行った。複雑化した現代社会で生きていくため
に求められる「自分とは違う他者を認める」さらに、その延長線上にある「全ての命を貴
ぶ」という認識を生徒達が持つ一助となった。

講師：女子プロサッ
カー選手
教材など：ＰＣ、スク
リーン、講師が用意し
た画像・動画データ

71 神奈川県立 高１ 特別活動

防災教育
「生きるとはど
ういうことか‐
‐‐未曾有の自
然災害が私達に
教えてくれたこ
と」

　東日本大震災時、中学生だった講師が実際に見たこと、感じたこと、体験したことを自
身の言葉で語った。自分の意思とは関係なく命が突然奪われるということがどのようなこ
とであったか？多くの尊い命が奪われた未曾有の大震災を教訓として私達、日本人が学ん
だことは何であったか？それらについて生徒達に考えさせた。また東日本大震災から10年
が経ち人々の記憶からも薄らぎつつあるが、今一度、命を守るために日頃から防災につい
て知識を深めておくことの重要性を認識させる。

本校地歴・公民科教諭

72 神奈川県立 高複合 特別活動
机上防災訓練
「大地震が発生
したら」

　各教室にあるモニターを利用し、大地震発生のニュース映像を視聴しながら、クイズ形
式のプリントに取り組ませた。各自で考えさせた後に担任から答えの発表を行い、合わせ
て、自分の教室から避難場所への経路を考えさせたことで、災害時に自分がどのような行
動を取るべきなのかを主体的に学ぶ機会とした。

youtube「もしも南海
トラフ大地震が発生し
たら？」
全校生徒参加

73 神奈川県立 高複合 特別活動
SDG'S
食育

農業クラブとフードバンク横浜との食育活動（計12回）
農業クラブとせやっこ農業体験
　フードバンク横浜との食育活動を行った。コロナ禍で活動が制限されることが多かった
が、生徒たちの家庭などで不必要になった食品などを持ち寄り、食品を必要とする人たち
へ送る活動を行った。農業クラブでの活動だったが、SDG'S等を考えながら多くの生徒が
積極的に取り組む姿が見られた。また、多くの人とかかわりを持つことにより、生徒自身
の自立した姿が見られ、自己肯定感も養うことができた。

本校生徒・本校職員

74 神奈川県立 高複合 特別活動 防災訓練

　生徒が企画段階から参画した生徒主導の防災訓練を実施した。火災の発生や避難経路の
封鎖、傷病者役の生徒を配置するなど、発災時の避難行動や傷病者の手当など、訓練の中
で生徒がどのような行動を主体的に取ることができるか、発災時の実践力、防災意識の向
上に寄与した。

前年度に防災委員会を
立ち上げ、約半年かけ
て、生徒主体の防災訓
練を企画、運営した。

75 神奈川県立 高１ 特別活動
薬物乱用防止講
座

　本校生徒は、ほとんどが大学等へ進学するが。薬物について正しい知識を身に付けてい
たいと、高校卒業後に様々なトラブルに巻き込まれることが考えられる。大磯警察と神奈
川県警の協力により、展示資料や講師からの説明により薬物中毒の実態と命の大切さを学
ぶことができた。

大磯警察署　生活安全
課



76 神奈川県立 高２ 特別活動
修学旅行におけ
る平和学習及び
防災学習

　本校では、例年２年生の10月に沖縄への修学旅行を実施している。今年度は、新型コロ
ナウイルス感染症拡大のため、12月に長崎方面に変更して実施した。方面は変更したが、
長崎原爆資料館を全ての生徒訪れ、原爆の悲惨さと命の大切さを学ぶことができた。ま
た、一部の生徒は、雲仙普賢岳の普賢岳災害記念館（がまだすドーム）を訪れ、火山噴火
災害の実態と防災の大切さを学ぶことができた。

77 神奈川県立 高２ 特別活動
広島の原爆投下
に関する平和学
習

　修学旅行事前指導の一環として、広島の歴史や原爆投下についての動画を各ホームルー
ムで視聴した。爆心地にいらした方々の体験談から、原爆の恐ろしさ、戦争の悲惨さが語
られた。その後、１.原爆について考えたこと２.国際社会における日本の役割３.平和な
社会を作るための行動等のアンケートを実施し、普段の生活の中で心掛けたいことなど、
生徒から様々な意見が寄せられた。

（教材）
僕たちの知らない世界～
戦争～
（教材）
［オンライン学習講座］
広島から平和を考える
vol.1-3

78 神奈川県立 高複合 特別活動 思春期保健教室

　９月16日の分散登校期間に、１、2年次生を対象にオンライン授業を行った。教材は
ハートネットＴＶ「中絶という、痛み」を配信。予め配付したワークシートやアンケート
を後日回収。３月に行った性感染症防止講座で講師をされた遠見先生も出演していたこと
から、生徒は関心をもって視聴することができた。

ハートネットＴＶ「中
絶という、痛み」
対象は１，２年次

79 神奈川県立 高２ 特別活動
コミュニケー
ションの取り方

　いじめアンケートの結果を受けて、SCを講師に迎え２年次生対象にコミュニケーション
について講演会を実施した。講演会を通して、自分や相手の心と体をまもることの大切さ
を理解することができた。

本校ＳＣ

80 神奈川県立 高２ 特別活動
平和教育
「被爆地長崎か
ら考える」

　予定されていた国外研修旅行からの変更であるが、本校の教育理念の柱である平和学習
をより深化させるため、前期課程での広島における平和学習から引き続き長崎を訪問し、
爆心地付近のフィールドワークを行った。現地の方の話を聞いたり、永井博士の業績に触
れる中で、広島との違いに気づく生徒もおり、核兵器の被害の深刻さ、平和についての認
識を深めるきっかけとなった。さらに現代の核兵器をめぐる世界的な問題と日本社会、そ
して自分自身の取り組みについての意識を高めるために、最前線で研究をする講師に講話
を頂くことが予定されている。

『長崎原爆資料館資料
資料館見学・被爆地廻
「平和学習」の手引き
書』『長崎原爆資料館学
習ハンドブック』
講師：内閣府国際平和協
力研究員

81 神奈川県立 高２ 特別活動 性感染症予防
　コロナ禍での講演会開催のため、各HR教室にテレビモニターを設置してオンライン講演
会という形式で実施した。自分と大切な人を守る行動を知り、未来の自分の行動について
考えられるということを中心に性感染症の予防方法などについて学んだ。

相模原保健所
感染症対策課
保健師


